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菅島の両墓制に見る祖霊観（覚え善）
④集落から白顔神社に向かう山道の峠にある祭地。
　「天照皇大神宮」と記した紙札が多数、突きさされて
　たつ。
①氏神菅島神社（旧八幡宮）入口。島内各所の社を明
　治40年に合祀した。烏居手前左手は鬼子母神。鳥居を
　くぐって右手には町内各組ごとの石灯籠が並ぶ。
⑤白頚神社登り口の鳥居の下に立つ男女石。向こうに
　見える浜辺が、全島の海女が参加してのアワビの口開
　け（しろんご祭り）が行われる白浜。祭りで採取したア
　ワビは全て、その年の豊漁を祈って神社に奉納される。
②保育所から旧海福寺庚巾堂の屋根（右端の木の蔭）
　をのぞむ。道路を挟んで右手が菅島神社。かつて海福
　寺境内で行われていた正月の弓行事は、現在もこの保
　育所の庭で行われる。
⑥　島の北東端の岬の山頂に立つ白髪神社社殿。海上は
　るか後方に伊勢神宮を望む。山裾付近には小円墳があ
　る。
③集落南方。山の畑への登り口にある小祠に立てられ
　た蘇民将来札「蘇民将来子孫」。
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⑩冷泉寺本陣奥にある位牌堂の左側。各家の「先祖代
　々精霊」位牌が姓別に並ぶ。
⑦冷泉寺境内入って右手の阿弥陀堂。旧海福寺の本尊
　を安置する。手前右は、老年を福海寺で過ごしたとさ
　れる高僧光雲の五輸塔。明治初年建立。旧海福寺境内
　から堂と共に移された。左の建物は庫裏。庫裏の右横
　から裏山にかけて詣墓（カリミセ）が広がる。
⑪　位牌堂正面右側。海福寺と冷泉寺の歴代庄職の個別
　位牌が並ぶ。
速猿
麹議難
浮繊
⑧冷泉寺境内左手の地蔵堂。かつての本尊＝地蔵菩薩
　を安置する。現在本堂にある本尊＝釈迦如来は、天保
　年間の中興開山光輪大和尚の時からのものという。地
　蔵堂の右は旧薬師堂。そのさらに右横に、以前は念仏
　婆さんの籠り堂があった。
⑫詣墓の最上部、無縫塔がたちならぶ寺区画。正面が
　冷泉寺住職の区画で、右側が旧海福寺住職の区画。海
　福寺区画の石塔は海福寺境内から移されたもの。慶安
　4⊂1651）年の板碑型石塔のほか、一石五輪塔もあ
　る。冷泉寺区画には延宝3（1675）年の仏像碑型石塔
　を最古として無縫塔がならぶ。
⑨地蔵堂左横の地蔵たち。盆行事の際には村人が紙包
　みのボタモチを供える。「奉供養西国三拾三所順礼観
　世音菩薩惣地下中、元禄八乙亥年」の石柱も立つ。
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菅島の両墓制に見る祖霊観（覚え書）
⑯冷泉寺の家区画。大五輸の
　家石塔1基だけがたつ。地中
　に何も埋めない一般の区画と
　異なり、ここにはツメ・髪の
　毛を埋める。
⑬寺区画の一段下の兵隊墓区画。かつてはここが寺区
　画だったが、戦死者の増大にともない、寺区画を上段
　に移し、拡張して兵隊石塔38基をたてた。盆の時には
　村人全nが寺区画の石塔と共にここの全石塔にも水か
　けをする。
⑰石塔を横積みにして整理した絶家区画。 ⑭　詣墓中心部の銀四郎ヤ・兵二郎ヤ区画一帯を上から
　見下ろす。板碑型・丸兜型の古石塔が林立する前に、
　新しく方柱型・位牌型の家石塔がたつ。手前、登り口
　の木の根元には仏像碑がある。
⑱分家のための新区画にたてられた白然石の立石。ま
　だこの家の死者のための石塔は存在しないが、立石に
　対してシキビと線香の手むけが死者の石塔に対するの
　と同様になされる。
⑮　古い石塔を横積みに片づけた前にたつ、新しい家石
　塔。右の区画の奥には明暦年間の禅門＋童女の連名板
　碑型古石塔、左の区画奥には慶長年間の禅定門十禅定
　尼連名の板碑型古石塔が見える。
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⑳　支所前の榎地蔵。盆のボタモチの紙包みが多数供え
　られている。左手に見えるのは組み合わせ五輪と一石
　五輪の供養塔断片。埋墓から出土したものを、島内の
　供養関係の要所に適宜据えてあるのだという。冷泉寺
　住職が葬列と共に来るのはこの地蔵前まで。
⑲増加する分家のために新たに拡張造成中の新区画
　域。家石塔だけの区両も多い。
謹欝蟄麺』醗睡欝噛鰻
⑱　集落のはずれから埋墓を望む。右手は浜辺。かつて
　右方やや高台に一石一字の経石を埋めた経塚があった
　が、大津波に洗われた後、埋墓後方の川頂（地字名経
　塚）に移されたという。
⑳新区画にたつ分与石。分家に際して本家の古い石塔
　を1基分けてもらう習慣による。まだこの家としての
　死者の石塔はない。
?
⑭　埋墓手前広場左手の六地蔵と広場中央の棺台。埋葬
　に先立ち、棺を台の上に載せて三「rJ廻す。六地蔵左横
　は「南無阿弥陀仏」の六号名字碑。右横は葬具捨て
　場。盆の泣き施餓鬼の後、新亡灯籠の紙をはがしてこ
　こに埋める。六地蔵は以前は旧口の島道沿いの学校下
　浜辺にあったという。
⑳集落から埋墓（ミバカ）へ至る口の島道（正面右手
　に上がっていく道）。道の向こうは旧海福寺跡地に立
　つ農協・支所・町内会の建物。右手に見える松の根元
　に、かつては後産を入れるツボが埋めてあり、旧口の
　島道はそこから浜辺に下って埋墓に至っていた。遠景
　は、盆のシキビ採りに行く島内最高の大山。
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菅島の両墓制に見る祖霊観（覚え書）
⑱　橋を渡り、埋墓中央部を望む。積み上げられた石の
　数が、古くからの区画であることを物語る。中央が旧
　海福、F住職の区画で、右手前は島内でもっとも古くか
　らの家筋とされる銀四郎ヤの区画。
⑳広場から小川（三途の川）に架かる橋を渡ると埋
　墓。橋の手前左側は海難などによる他国者の埋葬地。
　盆の時にはここにも全戸の村人がシキビを手むける。
⑳　銀四郎ヤ区画にたつ五輪塔浮
　き彫りの板碑型古石塔。正面両
　脇に「慶長3年6月廿日月桂妙
　光尼」の銘がある。埋墓にたつ
　わずかな石塔類の中の最古のも
　の。⑮の詣墓の慶長板碑型石塔
　の禅定尼と同一女性である。
⑳橋を渡って右側。大津波に洗い流された後
　に設定された分家のための新区画。平たい白
　然石の区画が砂地に消え入りそうに見え、区
　画中央には表示の平石・立石だけが見える。
　その区画の埋葬者がまだ存在しなくても、盆
　の時にはこの立石・平石にシキビ・線香を手
　むける。かつては墓地を囲む石塀はなく、大
　波の洗うに任されていた。
⑳　橋手前右側の水子埋葬地。盆の8月16日（ミバカ送
　り）なので、全戸の村人の手むけたシキビが山のよう
　につまれている。
藩難 灘難
⑳橋の挟に脱ぎ捨てられたワラジ。埋葬が終わった
　後、ここに全部捨てていく。
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⑭　冷泉寺の寺区画。ここにはツメや髪を入れる。他の
　区画と異なり供養の石塔がたつ。真新しい木製灯籠は
　1989年に亡くなった前住職のためのもの。背後には朽
　ちるに任された木製灯籠の林立するさまが見える。
⑪　新区画の最初の埋葬者を示す立石と膳石。その後、
　新しい埋葬者が出る度に新しく立石と膳石を据える。
　旧膳石は横によけて区画石に転用し、旧立石は位置を
　ずらして再びたてるので、古い区画ほど、区画石が崖
　のように積み上げられ、区画内部には立石が林立する
　ことになる。
羅，一、，　罵雛
⑮　冷泉寺の家区画。住職の遺体はこちらに埋葬する。
　供養の石塔と仏像碑がたつ。
⑫　埋墓の区画内に散在する一石五輪の供養塔。波に洗
　われて磨り減っている。砂中から掘り出された場合も
　多く、現在位置する区画との関係は不確かである。埋
　墓全体で残欠も含めて61基存在する。
⑯　三界万霊碑。大津波で
　墓地の一部が流された際
　に出土した人骨などをこ
　こに収めた。明治23年の
　建立。
⑬　埋葬に際して親類がたてる2本の木製灯籠。手前の
　膳石の上には逆さ膳が据えられ、7本塔婆、戒名を記
　した木の卒塔婆も見える。これらのものは自然に朽ち
　るに任され、これ以外に埋葬者を示す（石塔等の）恒
　久的表示は、数ヵ所の区画を除き、何もない。
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菅島の両墓制に見る祖霊観（覚え書）
⑳同じく相差の（旧）埋墓。集落後方の高台にある。
　菅島と同形式の一石五輪の供養塔50～60基、板碑型古
　石塔40～50基のほか、多数の個人石塔がたっ。「先祖
　代々」の家石塔もわずかながら立ちはじめている。
．Σ≧そ灘、
騨 ?
⑰　埋墓に2基だけたつ「先祖代々」の家石塔（昭和9
　年と昭和33年）のひとつ。こうした家石塔を埋墓に建
　立する動きは、菅島ではごく例外的で、その後も広ま
　っていない。
⑳同じく国崎の埋墓。集落はずれの山の中腹にある。
　自然石またはブロックで長方形に整然と区画し、区画
　中央に屋号による家石塔がたつ。
⑱　埋墓を囲む塀の外側に道路に面して設けられた地
　蔵。水難児童を救おうとして殉職した小学校教師（島
　外出身）のための供養碑である。盆のミバカまいり・
　ミバカ送りの際には、全戸の村人が詣って水かけをす
　る。ここにも一石五輪塔の残欠が置かれている。
　　あ　さ　ま⑫朝熊山の巨大木製塔婆。死者
　の遺品の帽子などが掛けられて
　いる。朝熊山は霊魂の帰ってい
　くところとして志摩一帯の信仰
　を集めているが、菅島から奉納
　された塔婆はごく少ない。
⑲　菅島の鳥羽側対岸、石鏡の埋墓。集落のはずれの高
　台にある。ほぼ正方形の区画に石を積み上げコンクリ
　ートで固め、上部もコンクリートでふたをする。菅島
　と異なり、屋号を記した家石塔が1基ずつかならずた
　つo
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